
麓舞姶甲翻奄珍亙継

二

，

ｉ
ゴ
出
学ｉ

●

一

特別寄稿工を十日夫イ走
特集I改憲論を斬る

土井たか子竹同麻巣古川範

特集Ⅱ在日米軍再編とは
奔藤九J丈 半口滋浦島悦子

DISARⅢIAMENT REⅥEW

問題資料

ワン  イー

一Ｉ

一■
ュ
…１

，
■
■
■
一
●
一
■
　
一

生又玄 A心
珊鶴喜、》

ー

機ttp:〃職曹曹.挽 e齢幾.欅 ◇tア



軍縮
Ｄ‐ＳＡＲＭＡＭ

ＲＥＶ‐ＥＷ

ｉＮＳＴ‐ＴＵＴＥ

問題資料

No日□2

目次
2□□6年

1月号

駐日中国大使特別寄稿

中国の平和発展の道と外交安保政策
″
王

イー

毅 20

特集① 改憲論を斬る

夫や息子が海外派兵で殺されぬか 竹岡勝美 2

古川 純 ∂自民党「新憲法草案」の狙うもの

一「戦争のできる軍事国家」への道―

rインタビューう憲法調査会は何をしたか 土井たか子 14

逆立ちの論議はやめて、第九条を世界に伝えよう

特集② 在日米軍再編とは

戦略展開拠点ニッポン …………………………

―在日米軍再編から浮かび上がる米国の野望―

日本は米国の僕なのか ………………………

普天間も辺野古も「ノー !」 ………………

…私たちは「合意」していない 1-

斉藤光正 29

平和に生きる世界のために(2005年 11月 11日 )………世界平和アピール七人委員会 48

色理の 六〇年を越えて、また新たな一歩…………………岡崎トミ子 52

「もの言えぬ学校作り」をたくらむ都教育庁………………永野厚男 54

(視点③)危機深めるプッシュ政権一早くもレームダックか― ………伊藤力司 58

明日をひらく市民力② イラクから友人がやつてくる高瀬香緒里さん …芦澤ネし子 6θ

半田 滋 36

・浦島悦子 42

大貫康雄 62

吉田噴二 68

市川 宏 ア4

…編集部 %

社会資本主義の道を堅持するドイツ ……………

スノウ生誕百周年 。国際シンポジウムに参加して

一今、なぜスノウが注目されるのか?一

(書果子浸筆④)AさんとM子さんのこと …………

暴論珍説メモ………………………………………

●読者の声 編集後記…∂θ

の

鰹濡苧矯 +請
ブツクレットNO.655

1「迷惑、即逮捕」は詐されるか
――「ビラ配り逮捕」の実態

2公安警察の暴走

3公安警察の暴走を制御できない検察と裁判所
4望みなきにあらず

― 立憲主義と民主主義を支えるものは何か

内田雅敏/著
定価 :80o円
第一章

ちくま文庫
+税

緒戦完敗
資産loo億の御曹司を食い物にした
悪徳弁護士に挑む

反撃への準備
盟友 。キッネロの男、宮崎学が参戦
いざ、反撃ヘ

悪徳弁護士に「除名」の鉄槌を 1

被害者同盟の成立と内部分裂の危機
形勢逆転 !

稲由に除名処分

稲山陣営分裂 !

岩本弁護士、そして好 子がわが陣営へ
!

追撃、また追撃

勝者なき聞い

第二章

第二章

第四章

第五章

第六章

第七章

終 章
“解説"

原

し

ビ

れ

フ

が

配 り

ぢ巳

で

罪 ?

逮捕』 を考え る

乗 つ 取り弁護士

オ,く ま菜雅

内田雅敏は書く!
弁護士

0表紙絵 出町千鶴子 ●表紙 宇都宮あきこ



中国の平刑発展の道とその外交安保政策 王 毅

特別寄稿

中
国
の
平
和
発
展
の
道
と
外
交
安
保
政
策

王毅大使略歴
1953年  北京生れ
1969年 ～1977年  黒竜江省の農村に

下放
1982年 北京第二外国語学院卒業・

外交部入り
1989年 ～1994年 駐日参事官、公使
1995年  外交部アジア局々長
2001年 外交部冨」部長
2004年 9月 駐国特命全権大使

『
軍
縮
問
題
資
料
』
の
読
者
の
皆
さ
ん
に
、
現
在
の
中
国
の

状
況
と
中
日
関
係
に
つ
い
て
、
私
の
考
え
方
を
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

社
会

一
漕
榔
脚
咆
鵬
』
投
需
蛙
つ
叫
鞘
襲
理
的
謗
離
め
Ⅶ
令
蜘
聯

に
は
「中
国
チ
ャ
ン
ス
論
」
も
あ
れ
ば
、
「
中
国
脅
威
論
」
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
異
な
る
観
点
の
併
存
現
象
は
、
中
国
を
本
当

備
は
世
界
第
二
位
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

・
ユ
ー
ザ
ー
は

一

億
を
超
え
、
世
界
第
二
位
、
携
帯
電
話
の
利
用
者
は
二
億
五
千

万
を
超
え
、
世
界
第

一
位
に
な
り
ま
し
た
。
高
速
道
路
は
三
万

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
突
破
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
年
間
販
売
台
数
は

一

六
二
九
万
台
、
自
動
車
の
年
間
販
売
台
数
は
五
〇
〇
万
台
近
く

で
、
い
ず
れ
も
世
界
の
上
位
三
位
に
入

っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
中
国
は
人
口
が
多
く
、
経
済
基
盤
が
弱
く
、
生

産
力
が
発
達
し
て
お
ら
ず
、
近
代
化
の
実
現
は
決
し
て
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
銀
行
の
最
新
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
中

国
の
国
民

一
人
当
た
り
の
金
融
資
産
は
日
本
の
二
％
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。　
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
過
去
二
五
年
間
に
七
倍
増
え

ま
し
た
が
、　
一
昨
年
に

一
一
〇
〇

，レ
ド
に
達
し
た
ば
か
り
で
、
日

本
の
三
〇
分
の

一
に
す
ぎ
ず
、
世
界
の

一
〇
九
番
目
で
す
。
中

国
が

一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
先
進
諸
国
に
追
い
つ
く
に
は
、
な

お
長
い
時
間
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
た
え
ず
改
革
が
進
み
、
発
展
を
続
け
る
な
か
で
、

深
層
部
や
構
造
的
な
問
題
が
目
立

つ
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
も
指

摘
し
て
お
き
ま
す
。
第

一
は
成
長
方
式
の
問
題
で
、
資
源
、

エ

ネ
ル
ギ
ー
の
負
担
と
環
境
の
負
荷
が
大
き
く
、
粗
放
型
の
経
営

で
は
長
続
き
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
第
二
は
不
均
衡
の
問

題
で
、
と
り
わ
け
農
村
と
農
業
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

現
在
目
立

っ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
中
国
政
府
は
対
策
の

道
筋
と
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
心
は
、
第

一
に
科
学

こ
の
道
に
沿

っ
て
、
中
国
は
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
成
果
を

収
め
、
国
の
姿
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
ｏ
経
済
規
模
で
み
る

と
、
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

九
七
八
年
の

一
四
〇
○
億

，レ
ド
か
ら
二

四
年
の

一
兆
六
五
〇
〇
億

ブレ
ド

ヘ
と
、
年
平
均
九

・
四
％
で

伸
び
ま
し
た
ｏ
貧
困
者
は
二
億
五
〇
〇
○
万
か
ら
三
〇
〇
〇
万

弱

へ
激
減
し
ま
し
た
ｏ
輸
出
入
総
額
は
二
〇
六
億

ブレ
ド
か
ら

一
兆

一
〇
〇
〇
億

ブレ
ド
に
増
え
ま
し
た
ｏ
現
在
、
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
世

界
第
七
位
、
貿
易
額
と
外
資
導
入
額
は
世
界
第
二
位
、

的
発
展
観
を
堅
持
し
、
成
長
方
式
を
転
換
し
、
資
源
節
約
型
、

環
境
に
や
さ
し
い
、
循
環
型
経
済
の
道
を
歩
む
こ
と
、
第
二
に

調
和
の
取
れ
た
社
会
を

つ
く
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
だ
け
を
追
求
す
る
傾

向
を
改
め
、
経
済
と
社
会
、
都
市
と
農
村
、
沿
海
と
中

。
西
部
、

人
と
自
然
お
よ
び
国
内
と
国
外
の
釣
り
合
い
の
と
れ
た
発
展
を

は
か
る
こ
と
で
す
。

二
、
で
は
最
終
的
に
発
展
し
た
中
国
は
、
他
の
国
を
脅
か
す

こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
、
強
大
か
ら
覇
権

へ
、
覇
権
か
ら
衰

退
に
向
か
う
よ
う
な

一
部
大
国
の
轍
を
踏
む
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
は
目
下
か
な
り
多
く
の
国
で

一
様
に
関
心
が
も
た

れ
て
い
る
問
題
で
す
。

中
国
は
必
ず
国
際
社
会
と
協
調
共
存
し
、
共
に
繁
栄
す
る
道

を
歩
む
と
い
う
の
が
私
の
答
え
で
す
。
主
な
根
拠
は
以
下
の
通

り
で
す
。

第

一
の
根
拠
は
、
中
国
の
発
展
は
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
背
景
下

で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
中
国
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
全
面
的
に
参

画
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
発
展
し
、
世
界
に
全
面
的
に
開
放
し
、
世

界
と
相
互
に
依
存
す
る
道
を
歩
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
在
、
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
対
外
貿
易
額
の
割
合
は
七

〇
％
前
後
で
、
そ
の
う
ち
輸
入
依
存
度
は
三
四
％
と
、
日
本
の

八
％
、
米
国
の

一
五
％
を
大
き
く
上
回
り
、
世
界
の
主
要
国
の
　

引

駐
日
中
国
大
使

　

王

　

　

毅

に
理
解
す
る
の
が
容
易
で
な
い
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
ま
た

中
国
が
独
特
な
道
を
歩
ん
で
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
ｏ

中
国
は
数
十
年
の
模
索
を
経
て
、
自
国
の
国
情
と
世
界
の
流

れ
に
合

っ
た
道
を
捜
し
当
て
た
と
い
え
ま
す
ｏ
こ
の
道
は
こ
れ

ま
で
の
伝
統
的
大
国
の
盛
衰
の
軌
跡
と
異
な
り
、
日
本
、
韓
国

が
戦
後
に
た
ど
っ
た
モ
デ
ル
と
も
違
っ
て
お
り
、
中
心
的
特
徴

と
し
て
は
、
つ
ね
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
協
調
し
て
い
く
平
和
的

発
展
と
平
和
的
台
頭
の
道
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
ｏ

外
貨
準

9nnム 1 雷 獅き門 誦 奮 料



中国の平和発展の道とその外交安保政策 王 毅

特別寄稿

中
で
最
も
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
中
国
で
は
毎
年
、
国
内
の
固

定
資
産
投
資
の

一
〇
分
の

一
以
上
を
外
資
が
占
め
、
中
国
の
輸

出
総
額
の
六
〇
％
以
上
を
外
資
系
企
業
が
占
め
て
い
ま
す
ｏ
昨

年
、
中
国
へ
の
入
国
者
は

一
億
を
超
え
、
出
国
者
も
二
八
八
五

万
を
超
え
ま
し
た
ｏ
中
国
で
消
費
さ
れ
る
原
油
の
四
〇
％
、
鉄

鉱
石
の
五
〇
％
は
輸
入
に
頼

っ
て
い
ま
す
。　
一
昨
年
の
中
日
貿

易
額
は

一
七
〇
〇
億

ブレ
ド
に
近
づ
き
、
日
本
に
と

っ
て
中
国
が
最

大
の
貿
易
相
手
と
な
り
、
中
国
に
と

っ
て
も
日
本
は
最
も
重
要

な
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
の

一
つ
で
、
三
万
社
近
い
日
本
企
業
が
中

国
に
進
出
し
て
い
ま
す
ｏ

中
国
の
関
税
水
準
は

一
九
九
四
年
の
三
五
％
か
ら
現
在

一
〇

％
以
下
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
、
イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
よ
り

は
る
か
に
低
く
、
そ
の
下
げ
幅
は
発
展
途
上
国
の
中
で
、
屈
指

と
ぃ
ぇ
ま
す
。
中
国
は
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
市
場
開
放
を
加
速
し

て
お
り
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
分
類
の

一
六
〇
余
り
の
サ
ー
ビ
ス
貿
易
部
門

の
う
ち
、
先
進
諸
国
の
開
放
範
囲
は

一
般
的
に
八
〇
％
で
、
発

展
途
上
国
は

一
般
的
に
二
〇
な
い
し
四
〇
％
で
す
が
、
中
国
は

昨
年
六
三
％
達
し
ま
し
た
ｏ
し
か
も
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
三
年
で
実

現
し
た
の
で
す
。

世
界
と
ア
ジ
ア
経
済
に
対
す
る
中
国
の
影
響
力
と
寄
与
度
も

増
大
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
中
国
は
世
界
の
約
四
％
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

で
、
世
界
の
経
済
成
長
増
加
分
の

一
〇
％
以
上
、
貿
易
の

一
二

％
に
寄
与
し
ま
し
た
ｏ
世
界
銀
行
の
報
告
書
は
、
過
去
三
年
間
、

あ
り
ま
す
。
中
国
は
国
際
ル
ー
ル
づ
く
り
に
参
画
し
、
ま
た
ル
ー

ル
の
義
務
を
履
行
し
、
ル
ー
ル
の
規
制
を
受
け
て
い
ま
す
。

米
国
の
学
者
は
次
の
点
に
留
意
し
て
い
ま
す
。
ジ

ョ
ン
ス
ト

ン
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
は
、
中
国
が
加
盟
し
た
国
際
機
構

の
数
は
先
進
国
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
は
、

中
国
が
国
際
社
会
の
責
任
あ
る

一
員
、
国
際
ル
ー
ル
を
よ
く
順

守
す
る

一
員
に
な

っ
た
こ
と
を
立
証
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。
ま
た
有
名
な
中
国
問
題
専
門
家
の
デ
ー
ビ
ッ
ド

・
ヘ
ー

ル
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。
中
国
の
台
頭
の
道
は

開
放
型
の
も
の
で
、
こ
の
道
は
中
国
を
成
功
に
導
い
た
と
同
時

に
、
中
国
の
行
方
を
制
約
し
、
中
国
の
行
為
を
規
範
化
し
て
い

る
。
中
国
が
対
外
軍
事
拡
張
の
代
価
に
耐
え
る
の
は
難
し
く
、

そ
の
た
め
中
国
は
平
和
的
台
頭
の
道
か
ら
そ
れ
る
こ
と
は
あ
り

え
な
い
。
ゼ
ー
リ
ッ
ク
米
常
務
国
務
副
長
官
も
最
近
、
「中
国

は
ど

こ
へ
行
く
」
と
題
す
る
重
要
な
政
策
講
演
で
、
次
の
よ
う

に
述

べ
ま
し
た
。
国
連
か
ら
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ま
で
、
気
候
変
動
条
約
か

ら
核
兵
器
関
連
の
条
約
ま
で
、
中
国
は
い
ず
れ
も
参
画
者
だ
。

国
際
体
制
は
中
国
の
成
功
を
助
け
て
お
り
、
中
国
に
も
こ
の
体

制
を
強
化
し
、
利
害
関
係
者

（∽
↓
＞
パ
画
田
Ｏ
Ｆ
∪
問
卿
）

に
な

る
責
任
が
あ
る
。
米
国
は
自
信
を
持
ち
、
平
和
な
、
繁
栄
し
た

中
国
を
歓
迎
す
る
。

第
二
の
根
拠
は
、
中
国
が
す
で
に
平
和
的
発
展
の
国
家
戦
略

を
確
立
し
、
そ
の
た
め
に
相
応
の
政
策
を
定
め
て
い
る
こ
と
で

す
。
簡
単
に
言
え
ば
、
平
和
な
国
際
環
境
の
達
成
に
よ
っ
て
自

国
を
発
展
さ
せ
、
同
時
に
自
ら
の
発
展
に
よ
っ
て
世
界
の
平
和

と
共
同
発
展
を
は
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
。

胡
錦
涛
氏
を
総
書
記
と
す
る
中
国
の
新
し
い
指
導
部
は
こ
れ

ま
で
の
内
外
の
経
験
を
総
括
し
た
う
え
で
、
内
で
は
調
和
の
取

れ
た
社
会
を
建
設
し
、
外
で
は
調
和
の
取
れ
た
世
界
を
建
設
す

る
と
い
う
主
張
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
国
内
で
も
国
外
で
も
、

安
定
、
発
展
、
調
和
は
私
た
ち
の
政
策
目
標
と
基
本
的
手
段
で

あ
り
、
内
外
政
策
は
相
互
に
作
用
し
、
不
可
分
な
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
つ
ね
に
、
中
国
の
発
展
が
歴
史
発
展
の
流
れ
と

一
致

し
、
人
類
の
進
歩
の
方
向
と

一
致
し
、
世
界
各
国
人
民
の
根
本

的
利
益
と

一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
ま

す
。
こ
の

一
連
の
戦
略
と
思
考
は
中
国
が
引
き
続
き
平
和
的
発

展
の
道
を
歩
む
た
め
の
理
論
面
、
政
策
面
の
堅
固
な
基
礎
を
な

し
、
国
際
社
会
の
幅
広
い
理
解
と
支
持
を
得
て
お
り
、
長
期
に

わ
た

っ
て
中
国
の
進
む
方
向
を
導
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

第
四
の
根
拠
は
、
中
国
の
平
和
的
発
展
は
五
〇
〇
〇
年
の
文

化
的
蓄
積
に
根
ざ
し
て
お
り
、
そ
れ
は
実
際
に
精
神
面
で
中
国

の
発
展
の
道
を
支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
国
文
化
の
核
心
は
儒
教
文
化
で
あ
り
、
儒
教
文
化
の
精
髄

の

一
つ
は
、
「和
を
以
て
貴
し
と
な
す
」
で
、
「和
衷
共
済
」
、　
　
紫

世
界
経
済
の
成
長
に
対
す
る
中
国
経
済
の
寄
与
率
は
米
国
に
次

い
で
世
界
第
二
位
だ

っ
た
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
中
国
は
す
で

に
ア
ジ
ア
第

一
の
輸
入
市
場
に
な

っ
て
お
り
、
昨
年
東
ア
ジ
ア

の
輸
出
の
伸
び
の
五
〇
％
が
中
国
向
け
で
、
「
中
国
特
需
」
は

日
本
を
含
む
多
く
の
国
の
経
済
成
長
の
重
要
な
源
に
な

っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
数
字
は
、
中
国
と
世
界
が
持
ち

つ
持
た
れ

つ
の
相

互
利
益

・
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン

〈両
方
が
得
を
す
る
〉
の
構
造
を
形

成
し

つ
つ
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
中
国
の
発

展
に
伴
い
、
こ
う
し
た
相
互
依
存
関
係
は
ま
す
ま
す
深
ま
り
、

利
益
の
融
合
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
、
世
界
各
国
と
り
わ
け
近
隣

諸
国
と
の
関
係
は
ま
す
ま
す
強
ま

っ
て
い
く
で
し
よ
う
ｏ

第
二
の
根
拠
は
、
中
国
の
発
展
は
た
え
ず
世
界
と

一
体
化
し
、

国
際
社
会
に
溶
け
込
ん
で
い
き
、
公
正
で
合
理
的
な
国
際
新
秩

序
づ
く
り
に
参
画
す
る
過
程
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ｏ

中
国
は
国
連
安
保
理
常
任
理
事
国
で
、
す
で
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
含

む
ほ
と
ん
ど
の
重
要
な
国
際
機
構
に
参
加
し
、
「京
都
議
定
書
」
、

握

嚢

輩

（Ａ
Ｒ
Ｆ
）、
東
ア
ジ
ア
一〇
　
鰈

十
三
お
よ
び
上
海
協
力
機
構

（Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
の
重
要
メ
ン
バ
ー
で
、
　

翻

「
東

ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
の
積
極
的
支
持
者
と
推
進
者
で
も
　
輪ク00h l 臣縮 F日日頴資料
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「親
仁
善
隣
」
を
主
張
し
て
い
ま
す
。
中
国
の
漢
字
の

「
武
」

は

「
止
」
、
「
丈
」
の
二
字
か
ら
な
り
、
「
止
丈
を
以
て
武
と
な

す
」
〈戦
い
を
止
め
得
る
こ
と
こ
そ
真
の
武
で
あ
る
〉
と
い
う

深
い
意
味
を
含
ん
で
い
ま
す
ｏ
武
術
は
強
い
者
が
弱
い
者
を
い

じ
め
る
の
で
は
な
く
、
身
体
を
鍛
え
自
分
を
守
る
た
め
に
使
う

も
の
な
の
で
す
。

今
年
は
明
代
の
航
海
家
鄭
和
の
西
洋
航
海
六
〇
〇
周
年
に
あ

た
り
ま
す
。
当
時
彼
が
率
い
た
船
隊
は
世
界
最
強
を
誇
り
、
前

後
六
回
東
南
ア
ジ
ア
に
停
泊
し
、
遠
く
は
北
ア
フ
リ
カ
ま
で
達

し
ま
し
た
。
し
か
し

マ
ハ
テ
イ
ー
ル
前

マ
レ
ー
シ
ア
首
相
が
述

べ
た
よ
う
に
、
鄭
和
の

一
行
が
も

つ
て
い
つ
た
の
は
貿
易
と
物

産
、
伝
え
た
の
は
文
化
と
友
情
で
、
戦
争
や
侵
略
は
し
て
お
ら

ず
、
そ
の
後
の
欧
米
の
植
民
者
と
は
は
つ
き
り
し
た
違
い
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
徳
を
隣
人
に
施
し
、
徳
を
厚
く
し
物
を
載

す
と
い
う
伝
統
は
、
中
華
文
化
の
重
要
な

一
部
分
と
し
て
今
日

も
連
綿
と
続
い
て
い
ま
す
ｏ

防舗
紳
穐
動
鞘
婢
覇
指

朧犠∞呻鞠鞠
諄
潔
綽
甥
灘

を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る
形
の
テ
ロ
に
断
固

中
国
の
人
口
と
国
土
面
積
は
そ
れ
ぞ
れ
世
界
の

一
位
と
三
位

帷
す
蜘
韓
鞠
鞠

現 メ ニ
増

れ 卜 三
中
中
弾
ん 口
一
哨
掛

す ノレ
一
蝙
畔
帥
醜

家
．
噺

ク
ず
、
し
か
し
ヽ
他
の
国
に
比

べ

時け中鞠中坤
眸幹］］

四二し帷膨
“均勘彎れ醜
贈唯『『蝿

一四
億

ブレ
ド
で
す
。
中
国
の
国
土
面

積
と
人
口
は
日
本
の
二
六
倍
と

一
一
倍
も
あ
り
ま
す
が
、
軍
事

費
は
日
本
の
三
分
の
二
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。

中
国
の
年
間
の

一
人
当
た
り
軍
事
費
は
二
三

アン
ド
た
ら
ず
で
す
ｏ

こ
れ
に
新
し
米
国
と
日
本
は
そ
れ
ぞ
れ

一
二
五
六
、
三
二
〇
〇

中
ブレ
ド

肇
的
章
確
乳
毀
齢
鉤
施
中
芦
蝉
秋

米
．
嗽
哨
靴
鉤
雅
滞

，こ て
嶋
静

倍

で
す

珠
ゃ
英
国
も
二
〇
万
が
に
近
く
、
日
本
は
中
国
の

一
五

Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
軍
事
費
の
割
合
を
み
る
と
、
世
界
平
均
は

撤
卿
鈍
耐
勒
嫌
螂
紳
鍛
磯
勒
鞄
数
瑞
助
軌
嘲
靴
域
判
税
Ｆ
勒
頓

非
核
保
有
国
と
非
核
地
帯
に
対
し
て
無
条
件
に
核
兵
器
を
使
用

せ
ず
、
核
兵
器
使
用
の
脅
し
を
か
け
な
い
こ
と
を
約
束
し
て
お

り
、
核
兵
器
を

「先
に
は
使
わ
な
い
」
の
先
制
不
使
用
政
策
を

取

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
過
去
三
〇
年
間
、
中
国
は
二
〇
〇
万
近

い
兵
力
を
削
減
し
て
い
ま
す
ｏ

三
％
、
米
国
は
四
％
で
す
が
、
中
国
は

下
六
％
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
財
政
支
出
に
占
め
る
軍
事
費
の
割
合
を
み
る
と
、
世
界
平

均
は

一
五
％
前
後
で
、
中
国
は
七
・八
％
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も

改
革

。
開
放
初
期
の

一
九
七
九
年
に
比
べ
て
、
逆
に

一
〇
ポ
イ

ン
ト
下
が

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二

つ
の
指
標
は
イ
ン
ド
、
韓
国

な
ど
多
く
の
ア
ジ
ア
諸
国
を
下
回
る
も
の
で
す
。

中
国
の
軍
事
費
は
近
年
確
か
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に

は
次
の
よ
う
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。

一
番
目
は
、
補
償
的
支
出
で
す
。　
一
九
八
〇
、
九
〇
年
代
の

ほ
と
ん
ど
の
年
、
中
国
の
国
防
費
の
伸
び
は
財
政
支
出
の
伸
び

を
下
回
り
、
実
際
の
軍
事
費
と
軍
人
の
生
活
は
イ
ン
フ
レ
と
生

活

・
生
産
財
価
格
上
昇
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
軍

隊
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
な
く
な

っ
た
た
め
、
国
の
財
政
か
ら
軍
事

費
の
不
足
分
を

一
部
補
充
す
る
必
要
が
る
の
で
す
。

二
番
目
に
、
軍
人
の
賃
金
待
遇
を
引
き
上
げ
て
、
都
市

・
農

村
住
民
の
所
得
が
向
上
す
る
な
か
で
、
軍
隊
の
賃
金
水
準
も
そ

れ
に
合
わ
せ
て
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
軍
人
の
社
会

保
障
制
度
を
充
実
さ
せ
、
軍
人
と
配
偶
者
の
実
際
の
生
活
問
題

を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
わ
が
国
は
最
近
ま
た
、
二

〇
余
万
の
兵
員
を
削
減
し
て
お
り
、
そ
の
退
役
の
た
め
の
経
費

も
必
要
で
す
。

二
番
目
に
、
世
界
の
軍
事
変
革
の
潮
流
に
合
わ
せ
、
装
備
費

を
適
度
に
増
額
し
て
い
ま
す
。
中
国
軍
は
ま
だ
、
機
械
化

・
半

機
械
化
か
ら
情
報
化

へ
の
モ
デ
ル
転
換
の
過
程
に
あ
り
、
全
体

的
装
備
水
準
は
世
界
の
主
要
先
進
国
と
か
な
り
大
き
な
差
が
あ

り
ま
す
。

一
部
の
人
は
中
国
の
実
際
の
軍
事
費
は
現
在
発
表
額
の
二
倍

な
い
し
三
倍
だ
と
し
て
い
ま
す
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

中
国
の
財
政
支
出
に
占
め
る
軍
事
費
の
割
合
は
三
二
％
に
達
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
中
国
の
経
済
と
財
政
か
ら
み
れ

ば
、
考
え
ら
れ
な
い
、
耐
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
米
国
さ

え
信
じ
て
い
ま
せ
ん
。
ラ
ン
ド
社
の
専
門
家
は
、
こ
れ
は

一
種

の

「憶
測
」
に
す
ぎ
な
い
と
み
て
い
ま
す
。

一
部
の
人
は
中
国
の
軍
事
費
編
成
方
式
に
疑
間
を
も

っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
各
国
の
軍
事
費
編
成
に
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ

る
も
の
で
す
。
西
側
の
い
く

つ
か
の
国
で
は
、　
一
部
の
軍
民
両

用
技
術
の
研
究

。
開
発
な
ど
の
費
用
が
軍
事
費
に
直
接
計
上
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
、
中
国
の
軍
事
費
は
全
国
人
民

代
表
大
会
に
よ

っ
て
審
査

。
承
認
を
受
け
、
公
開
か

つ
、
透
明

な
も
の
で
す
。

一
部
の
人
は
、
中
国
の
軍
備
の
透
明
性
は
不
十
分
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
私
は
、
中
国
の
軍
備
の
透
明
性
は
た
え
ず
高
ま

っ

て
い
る
と
申
し
上
げ
た
い
。
わ
が
国
の
安
全
環
境
評
価
、
軍
事

戦
略
、
軍
事
力
構
造
、
管
理
体
制
、
軍
事
外
交
、
軍
事
費
の
総

額
と
基
本
的
構
成
な
ど
は
す
べ
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
国

は
す
で
に
四
つ
の
国
防
白
書
、
二
つ
の

「
軍
縮

・
軍
備
管
理
と

25
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不
拡
散
」
白
書
を
発
表
し
て
お
り
、
白
書
の
関
連
作
業
は
す
で

に
制
度
化
、
系
統
化
、
規
範
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し

い
白
書
が
出
る
た
び
に
厚
さ
と
情
報
量
が
大
幅
に
増
え
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
申
し
上
げ
た
い
の
は
、
透
明
性
は
絶
対
的
な
も
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
各
国
の
軍
事
力
水
準
と
安
全
保

障

へ
の
関
心
に
は
違
い
が
あ
り
、
透
明
性
の
問
題
を
画

一
的
に

扱
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
中
、
ま
さ
に
透
明
性
の

向
上
を
図
る
た
め
に
、
中
国
は
最
近
訪
中
し
た
米
国
防
長
官
に

戦
略
ミ
サ
イ
ル
司
令
部
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

第
六
の
根
拠
は
、
中
国
が
協
力
を
重
要
な
支
点
と
す
る
外
交

・

安
全
保
障
政
策
を
と

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
中
国
外
交
は
協
力

の
重
要
性
を
前
面
に
だ
し
て
、
協
力
に
よ
っ
て
平
和
を
求
め
、

協
力
に
よ
っ
て
発
展
を
は
か
り
、
協
力
し
て
問
題
を
解
決
す
る

こ
と
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
こ
れ
は
国
際
的
流
れ
で
も
あ
り
、

ま
た
当
面
と
今
後
の
中
国
外
交

。
安
全
保
障
政
策
の
重
要
な
特

徴
で
も
あ
り
ま
す
。

協
力
を
基
に
、
中
国
は
九
〇
％
の
陸
上
国
境
問
題
を
解
決
し

ま
し
た
。

ロ
シ
ア
と
は
国
境
を
全
面
的
に
画
定
し
、
イ
ン
ド
と

は
国
境
問
題
解
決
の
政
治
指
導
原
則
に
調
印
し
、
ベ
ト
ナ
ム
と

は
陸
地
お
よ
び
北
部
湾
の
海
上
境
界
を
画
定
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

と
は

「南
中
国
海
各
国
行
動
宣
言
」
に
調
印
し
、
フ
イ
リ
ピ
ン
、

ベ
ト
ナ
ム
と
は
南
中
国
海
共
同
開
発
で
進
展
を
収
め
ま
し
た
。

私
た
ち
は
ま
た
、
日
本
に
対
し
て
東
海
共
同
開
発
に
関
す
る
積

極
的
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

協
力
を
基
に
、
中
国
は
六
カ
国
協
議
を
積
極
的
に
促
進
し
、

朝
鮮
半
島
の
非
核
化
と
平
和

・
安
定
の
た
め
に
仲
介
の
労
を
と

り
ま
し
た
。
第
四
回
六
カ
国
協
議
で
は
共
同
声
明
が
ま
と
ま
り
、

核
問
題
が
対
話

。
交
渉
に
よ
る
解
決
の
軌
道
に
の
せ
ら
れ
、
半

島
情
勢
の
悪
化
が
回
避
さ
れ
る
と
と
も
に
、
半
島
と
北
東
ア
ジ

ア
の
安
全
保
障
体
制
づ
く
り
の
実
行
可
能
な
道
が
み
つ
か
り
ま

し
た
。

協
力
を
基
に
、
中
国
は
善
意
で
隣
国
に
対
し
、
隣
国
を
仲
間

と
み
な
す
方
法
と
善
隣

〈隣
国
と
仲
良
く
〉
、
安
隣

〈隣
国
と

安
定
し
た
関
係
を
〉
、
富
隣

〈隣
国
を
豊
か
に
〉
の
政
策
を
打

ち
出
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
と
自
由
貿
易
取
り
決
め
を
結
び
、

ア
ジ
ア
の
地
域
協
力
を
全

力
で
推
進
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
洋
の
津
波
、
日
本
の
新
潟
地

震
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
地
震
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
際

し
て
、
中
国
は
被
災
地
の
方
々
と
気
持
ち
を
共
有
し
、
私
心
の

な
い
援
助
を
迅
速
に
提
供
し
ま
し
た
。

協
力
を
基
に
、
中
国
は
軍
事
外
交
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。
中
国
の
軍
人
と
警
察
官
は
国
連
の
枠
内
の
平
和
維
持
活

動
に
参
加
し
、
日
本
な
ど
と
安
全
保
障

・
防
衛
分
野
の
対
話
を

繰
り
広
げ
、
テ
ロ
反
対
、
海
上
捜
索

。
救
助
、
海
賊
や
麻
薬
の

取
り
締
ま
り
と
い
っ
た
非
伝
統
的
安
全
保
障
分
野
の
協
力
に
参

加
し
、
関
係
の
隣
国
と

一
連
の
軍
事
分
野
の
信
頼
醸
成
措
置
を

と
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
中
日
両
国
は
防
衛
当
局
の
安
全
保

障
協
議
を
六
回
行

っ
た
ほ
か
、
軍
事
留
学
生
、
若
手
将
校
相
互

訪
間
の
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

三
、
中
日
関
係
で
も
同
様
に
協
力
を
基
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

両
国
は

一
衣
帯
水
の
隣
国
で
、
文
化
的
伝
統
が
似
通
い
、
経

済
協
力
が
密
接
で
、
人
的
往
来
が
頻
繁
で
あ
り
、
両
国
が
善
隣

友
好
を
進
め
な
い
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
和
す
れ
ば
共
に
利

し
、
闘
え
ば
共
に
傷

つ
く
」
、

こ
れ
は
両
国
の
何
千
何
百
年
来

の
歴
史
的
経
験

。
教
訓
の
総
括
で
あ
り
、
現
在
の
両
国
人
民
と

有
識
者
の
基
本
的
共
通
認
識
で
も
あ
り
ま
す
。

中
日
協
力
の
前
途
は
広
々
と
し
て
い
ま
す
。

二
国
間
レ
ベ
ル
で
は
、
両
国
経
済
の
補
完
性
は
競
争
性
を
は

る
か
に
上
回

っ
て
い
ま
す
。
両
国
の
貿
易
構
造
に
つ
い
て
の
日

本
の
権
威
あ
る
機
関
の
調
査
で
は
、
八
〇
％
が
補
完
的
で
、
競

争
は
二
〇
％
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
ほ
と
ん
ど
が
良
性
的
な
競
争

で
す
。
中
国
の
発
展
に
伴
い
、
省

エ
ネ
、
環
境
保
全
、
新

エ
ネ

ル
ギ
ー
、
新
素
材
、
金
融
各
分
野
で
双
方
の
協
力
の
余
地
は
大

き
く
広
が
る
で
し
ょ
う
①
中
国
は
節
約
型
と
調
和
の
取
れ
た
社

会
づ
く
り
の
過
程
で
、
日
本
の
経
験
を
汲
み
取
る
必
要
が
あ
り
、

ま
た
日
本
各
界
の
積
極
的
な
参
加
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
両
国

の
軍
事
分
野
の
交
流
と
協
力
の
潜
在
力
も
大
き
な
も
の
で
す
。

地
域
レ
ベ
ル
で
は
、
中
日
両
国
は
共
に
ア
ジ
ア
の
大
国
で
、

両
国
を
合
わ
せ
る
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
東
ア
ジ
ア
の
八
三
％
、
人
口
は

七
〇
％
を
占
め
て
お
り
、
東
ア
ジ
ア
の
協
力
が
加
速
す
る
か
ど

う
か
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
目
標
が
順
調
に
実
現
さ
れ
る
ど
う

か
は
、
か
な
り
の
程
度
、
中
日
両
国
が
ど
の
よ
う
な
政
策
を
と

る
か
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。
両
国
は
東
ア
ジ
ア
協
力
に
お
い
て

決
し
て
競
争
関
係
に
は
な
く
、
互
い
に
補
完
し
あ
い
、
そ
れ
ぞ

れ
力
を
発
揮
し
、
相
互
に
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済

。
貿

易
、

千
不
ル
ギ
ー
、
環
境
保
護
、
社
会
開
発
、
テ
ロ
反
対
や
国

際
犯
罪
取
り
締
ま
り
な
ど
各
分
野
の
多
国
間
協
力
を
推
進
し
、

東
ア
ジ
ア
の
他
の
国
々
と
共
に
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
を
め
ざ
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
両
国
は
ま
た
ヽ
朝
鮮
半
島
な
ど
の
問
題
で
対
話

と
協
調
を
強
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
際
レ
ベ
ル
で
は
、
中
日
両
国
は
共
に
多
く
の
国
際
組
織
の

重
要
な
メ
ン
バ
ー
で
す
。
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
実
現
、

気
候
変
動
、
伝
染
病
予
防

・
治
療
、
ア
フ
リ
カ
開
発
、
石
油
価

格
や
為
替
相
場
の
安
定
、
軍
縮

・
軍
備
管
理
、
中
東
和
平
プ
ロ

セ
ス
、
文
明
対
話
な
ど
の
問
題
で
、
両
国
に
は
多
く
の
共
通
利

益
が
あ
り
、
意
思
疎
通

〈
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
と
協
調
を

強
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
両
国
の
協
力
は
現
在
障
害
に
直
面

し
て
お
り
、
そ
の
主
な
原
因
は
靖
国
神
社
に
あ
り
ま
す
。
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靖
国
神
社
に
祀
ら
れ
た

一
四
人
の
Ａ
級
戦
犯
は
、
か

つ
て
日

本
軍
国
主
義
の
対
外
侵
略
戦
争
を
起
こ
し
、
指
揮
し
た
者
で
、

そ
の
多
く
は
中
国
を
侵
略
し
た
日
本
軍
の
要
職
に
あ
り
ま
し
た
ｏ

中
国
は
あ
の
侵
略
戦
争
の
最
大
の
被
害
者
で
、
死
傷
者
二
五
〇

〇
万
人
と
い
う
巨
大
な
代
価
を
払

っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
ど
の

家
族
も
不
幸
な
経
験
を
し
て
い
ま
す
ｏ

中
国
は
歴
史
認
識
で
日
本
と
の
完
全
な

一
致
を
期
待
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
過
去
を
終
わ
ら
せ
未
来
に

目
を
向
け
る
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
い
く
つ
か

基
本
的
問
題
で
共
通
認
識

〈
コ
ン
セ
ン
サ
ス
〉
を
得
る
必
要
が

ぁ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
戦
争
の
性
格
、
責
任
と
政
府
の
立
場
で

す
。
中
日
国
交
正
常
化
後
三
二
年
間
、
双
方
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

に
よ

っ
て
、
こ
う
ｔ
た
共
通
認
識
が
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
日
本
の
指
導
者
が
Ａ
級
戦
犯

の
祀
ら
れ
た
靖
国
神
社
を
毎
年
参
拝
し
た
こ
と
に
よ
り
、
歴
史

問
題
が
再
び
ク
ロ
ー
ズ
ア
ツ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
ｏ

中
国
の
立
場
は

一
貫
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
以
前
か
ら
戦

争
の
責
任
は
少
数
の
軍
国
主
義
者
が
負
う
べ
き
で
、
日
本
人
民

も
被
害
者
だ
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、

中
国
は
対
日
賠
償
の
請
求
権
を
放
棄
し
、
日
本
と
の
国
交
正
常

化
を
実
現
し
ま
し
た
ｏ
同
じ
く
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
私
た

ち
は
戦
争
責
任
を
負
う
べ
き
Ａ
級
戦
犯
の
祀
ら
れ
た
場
所
に
日

本
の
指
導
者
が
参
拝
す
る
こ
と
に
は
反
対
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

同
時
に
私
た
ち
は
、　
一
般
市
民
が
神
社
に
行
く
こ
と
に
異
議
を

唱
え
ま
せ
ん
し
、
Ｂ
、
Ｃ
級
戦
犯
を
外
交
問
題
に
す
る
つ
も
り

も
ぁ
り
ま
せ
ん
。
中
国
の
要
求
は
過
分
な
も
の
で
は
な
く
、　
一

九
八
五
年
の
中
曽
根
内
閣
以
後
の
歴
代
内
閣
の
や
り
方
に
戻
る

こ
と
を
願
う
だ
け
で
す
ｏ
参
拝
を
続
け
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
客

観
的
に
侵
略
を
正
当
化
す
る
と
い
う

「靖
国
史
観
」
に
結
果
的

に
同
調
す
る
こ
と
に
な
り
、
戦
争
の
性
格
と
責
任
に
つ
い
て
の

日
本
政
府
の
立
場
を
あ
い
ま
い
に
し
、
中
日
関
係
の
政
治
的
基

礎
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
で
し
よ
う
。

中
日
両
国
人
民
は
共
に
信
義
を
大
変
重
ん
じ
ま
す
。
漢
字
の

「
信
」
は

「
人
」
と

「
一一一こ

の
二
つ
の
部
分
で
で
き
て
い
ま
す
ｏ

す
な
わ
ち

「
信
は
人
言
な
り
」
〈信
と
は
人
が
話
す
言
葉
の
こ

と
で
あ
る
〉
な
の
で
す
。
「
朋
友

（
ほ
う
ゆ
う
）
と
交
わ
る
に
、

言
い
て
信
あ
り
」
と
い
う
の
は
、
私
た
ち
の
共
通
の
価
値
観
で

し
ょ
う
。
中
日
国
交
正
常
化
の
時
、
周
恩
来
総
理
が

「
言

っ
た

こ
と
は
必
ず
実
行
す
る
」
と
言
い
、
田
中
角
栄
首
相
が

「信
は

万
事
の
本
」
と
応
じ
た
こ
と
は
、
と
も
に
中
日
関
係
の
健
全
な

発
展
に
と

っ
て
相
互
信
頼
が
極
め
て
重
要
な
こ
と
を
よ
く
示
し

た
も
の
だ
と
い
え
ま
す
ｏ

今
日
、
私
た
ち
は
両
国
の
古
い
世
代
の
指
導
者
の
約
束
を
お

さ
ら
い
し
、
三
四
年
前
の
中
日
関
係
の
原
点
に
戻

っ
て
、
中
日

関
係
を
出
来
る
だ
け
速
く
健
全
な
発
展
の
軌
道
に
の
せ
る
よ
う

共
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
ｏ

戦略展開拠点エッポン

一 在日米軍再編から浮かび上がる米国の野望一

斉 藤 光 政

戦略爆撃機 BlBランサー ▲

灰
色
の
雲
が
低
く
た
れ
込
め

る
中
、
濃
灰
色
に
塗
り
込
め
ら

れ
た
米
軍
爆
撃
機
が

一
機
、
静

か
に
舞
い
降
り
た
。
シ
ベ
リ
ア

か
ら
渡

っ
て
来
る
ツ
ル
に
も
似

た
優
美
な
曲
線
。
全
長
四
五
メ
ー

ト
ル
の
巨
体
に
似
合
わ
な
い
軽

や
か
な
着
地
は
、
操
縦
拝
を
握
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
歴
戦
で
あ
る

こ
と
を
物
語

っ
て
い
た
。

「
お
―
、
や
っ
ぱ
り
で
か
い
な
」

望
遠
レ
ン
ズ
付
き
の

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
手
に
、
民
間
空
港

の
送
迎
デ
ッ
キ
に
陣
取

っ
た
軍
用
機

フ
ァ
ン
た
ち
か
ら
は
、
驚

き
と
も
感
嘆
と
も

つ
か
な
い
声
が
上
が

っ
た
。

九
月
三
日
午
後
二
時
①
青
森
県
三
沢
基
地
。
日
本
列
島
最
北

の
米
軍
基
地
と
し
て
知
ら
れ
る
ミ
サ
ワ
に
、
国
内
で
初
め
て
戦

略
爆
撃
機
Ｂ
ｌ
Ｂ
ラ
ン
サ
ー
が
姿
を
現
し
た
の
だ
。
注
目
す
べ

き
は
、
こ
の
機
体
が
飛
び
立

っ
て
き
た
場
所
だ
っ
た
。

そ
れ
は
、
は
る
か
南
の
グ
ア
ム
島
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
基
地
。
二

〇
〇

一
年
の
９

・
Ｈ
テ
ロ
後
、
米
国
が
世
界
規
模
で
推
し
進
め

る
軍
再
編

（
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
中
で
、
そ
の

戦
略
的
重
要
性
が
あ
ら
た
め
て
見
直
さ
れ
る
と
と
も
に
、
〇
四

年
か
ら
大
型

（長
距
離
）
爆
撃
機
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
配
備
が

始
ま

っ
た
太
平
洋
の
要
衝
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
配
備
の
狙
い
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